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ＥＪ２０７ カムシャフト
ＡＶＣＳ専用 ＩＮＴＡＫＥ

製品説明書
ご使用前に本書を必ずお読みください。
取付けは必ず専門業者に依頼してください。

本書はお読みになった後も保管してください。

本製品は下記に示す車両のみ取付けが可能です。

万が一、お持ちの車と異なる場合には、速やかにお買い上げの販売店にご連絡ください。

商 品 名 吸気カムシャフト

用 途 自動車用部品

メーカー車種 富士重工業

エンジン型式 ＥＪ２０７ ＡＶＣＳ付（ＧＤＢ Ａ・Ｂ・Ｃ型）

備 考 純正バルブスプリング対応

ＡＶＣＳ専用

ＨＫＳバルタイコントローラー対応

はじめに
この度は、ＨＫＳカムシャフトをお買い上げいただきまして誠にありがとうございます。
取付けは必ず専門業者に依頼し、取付け終了後は本書に記載されている内容を守り、安全に使
用してください。
取付けを行う前に本書を必ず読み、理解したうえで作業を行ってください。

製品の特徴
● ＨＫＳカムシャフトはノーマルのカムシャフトに比べ、バルブリフト及び開度が大きくなっています。そのため

燃焼室に、より多くの気体を吸入・排出できエンジンの出力向上が可能です。

● ＨＫＳカムシャフトはエンジンの出力向上を目的とし、クローズドサーキットで行われる走行での使用を前提に

開発されています。クローズドサーキットでのスポーツ走行などにおいて、大変効果的です。

また、エンジンの出力向上には、水温・油温の上昇、油圧の低下が伴います。エンジンの性能維持のため、走行

時には各状況の確認を奨めます。

● 一般公道で使用する場合には、部品の取り外し・取付け・チューニング・加工等を行った車両は、その内容によ

り車両保安基準に適合するかを判断する必要があります。場合によっては改造申請の手続きが必要となります。

本書･本製品について
● 本書は、本製品を安全に取付けていただき、あなたや他の人々への危険や損害を未然に防止するために守ってい

ただきたい注意事項を記載しています。

● お客様又は第三者が本製品及び付属品を加工及び分解・改造して使用したり、用途外の使用により受けた損害に

ついて、当社は一切責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

ノーマル● 本製品は、ノーマル車両及びＨＫＳ製品を装着している車両への取付けを基準に製作されています。

車両及びＨＫＳ製品を装着している車両以外に取付けた場合は、本製品の機能・性能及び安全性については保証いた

しかねます。

● 本製品は、日本国内での使用を目的に製作されています。海外では使用しないでください。

This product is designed for use in Japan only. It must not be used in any other country.

● 本製品及び付属品は、改良のため予告なく変更する事があります。

● 本書は、予告なく改版する事がありますので、本製品との整合をご確認してください。

消耗部品や紛失部品及び本書のご注文は、専門業者又はお客様相談室にお問い合わせください。●

部品を発注する際は、商品名・コードNo.・エンジン型式を注文先にお伝えください。

コードNo．は、本書パーツリストに記載されています。
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安全上の注意
本書では、下記の記号を使用し、お客様への危険レベルを示しています。

作業者又は使用者が、傷害を負う危険が予想される場合（人損）
注意 拡大物損の発生が想定される場合（拡大物損とは、当該製造物が原因で誘発された

物的損害）

改訂の記録
改訂No. 日付 記載変更内容

3-1.O1 2004/06 初版

パーツリスト
連番 品名 数量 備考

１ 吸気カムシャフト １ ＲＨ×１，ＬＨ×１

２ 製品説明書 １ E04121-F43010-10

使用条件

注意
● オーバーレブによりエンジンが破損する可能性があります。シフトダウン時等のオーバーレブは必ず避け、

エンジンの回転数リミッターは、解除しないでください。

● 本製品は、ＨＫＳバルタイコントローラーの併用を前提に設計されています。カムシャフトの性能を発揮させる

為、ＨＫＳバルタイコントローラーをご使用下さい。

設計諸元

●呼称開度及び最大バルブリフト ２６４° ９．１ｍｍ (冷間時)

●使用条件

＊ 純正バルブスプリング対応

＊ ＡＶＣＳ（アクティブバルブコントロールシステム）搭載エンジン専用。

＊ 許容最大回転数

～８０００ ｒｐｍ

＊ バルブクリアランス ０．２０ ± ０．０２ ｍｍ (冷間時)
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取付け時の注意
１．取付けを行う前に
● お持ちの車が、本製品を取付け可能なエンジンを搭載しているかを車検証などで確認してください。

● 本製品を梱包から取出し、運送上のキズ等がないか点検を行ってください。

● カムシャフトの交換作業はメーカー発行のエンジン整備書に従って作業を行ってください。

● 交換部品・特殊工具などが手元にそろっているか確認してください。

２．ノーマルパーツの取り外し
● カムシャフトのジャーナルやカムキャップが、シリンダーヘッドに固着していることがあります。

● 回転方向のバランスが崩れて、カムシャフトが回転する場合があるので十分注意してください。

● 取外した部品は十分に点検を行い、不良部品は交換してください。また、再利用する部品は洗浄してください。

３．キットの取付け
● カム山・ジャーナル部等に傷を付けないでください。

● 灯油等で十分に洗浄してください。この時にネジ部等にゴミなどが詰まっていないか点検してください。

● 洗浄後はエアーブローをして、灯油等を吹き飛ばし乾かしてください。

● カム山・ジャーナル部等にバリ・ゴミが無いことを確認し、新しいオイルを十分に塗布して組み付けてください。

● シリンダヘッドの寸法のばらつきにより、カムシャフトとシリンダヘッドが干渉する可能性があります。必ず干

渉の有無を確認して、干渉がある場合はシリンダヘッドの干渉部を除去してください。

● カムキャップボルトの締付けはエンジン整備書に従い順序、締込み量、締付けトルクに注意して取付けてくださ

い。不均一な締付けなどによりカムシャフトの曲がり、折損が発生する可能性があります。

● 必ずバルブクリアランスを確認してください。基準値外の場合は、シム調整を行ってください。

取付け後の確認

注意
● オイル・冷却水・エアの漏れを必ず点検してください。怠ると、エンジンが破損する可能性があります。

● バルブクリアランスを必ず確認してください。基準値外の場合はクリアランスの調整を行なってください。

● エンジンを始動する前に、スパークプラグを取外した状態でセルモーターを数秒間回し、油圧を上げてくださ

い。

● 点火時期の調整はバルブタイミングの調整後に行なってください。

● カムシャフト取付け直後は高回転の運転は避け、慣らし運転を行ってください。

維持・管理
快適に運転して頂くために、お車を運転する前には日常点検を行ってください。

● 安全の為の整備はドライバの責任です。必ず実施してください。

● ユーザマニュアルに記載されている事項以外は専門業者に依頼してください。

● オイル交換を怠りますとエンジンの性能が十分発揮できなくなるばかりでなく、故障の原因になります。定期的

に交換してください。オイル交換をする際には、ＨＫＳオイルを使用してください。

異常・故障時の対応
● 故障等の修理はお客様ご自身では絶対に対処せず、必ず専門業者に依頼してください。

● 走行中、異音・異臭・振動等の異変があった場合にはユーザマニュアルに従って対処してください。
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株式会社 エッチ・ケー・エス

〒418-0192

静岡県 富士宮市 北山 ７１８１

http//www.hks-power.co.jp/

所在地、電話番号は、予告なしに変更することがありますので、予めご了承ください。

（禁無断複写、転載）（株）エッチ・ケー・エス


